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3期を除いて、中央チベットに出てからの記録が編年体のように時間軸に沿って記述されている。ただし、編年体と言っても年時の記述があることは稀であり、ほとんどは「次 春に」や「夏と冬を過ごした」など、季節の移り変わりを記し いるのみである。これら季節の記述は大抵、 こに行ったか、あるいはどこに滞在したかという場所の記録とセットになっており、さらには誰 会ったか、誰と一緒に行動したかも記されている とが多い。これらの情報もツォンカパの生涯の事績を辿る重要なメルクマールになる。　
ツォンカパの著作には執筆年が記されていることは少ないが、著作場所は記されていることが多く、著作の内容と











khyen pa tsong kha pa chen poʼi rnam
 thar go sla 





khyen pa tsong kha pa chen poʼi rnam













brag grub chen dang m
jal tshul / m
khas grub rje la tshem


































tsong kha pa chen poʼi rnam
 thar thub bstan 
m
dzes paʼi rgyan gcig ngo m
tshar nor buʼi phreng ba ）』である。執筆年は一八四三年から一八四五年まで、著者の生没年








































































































































































































































daʼ ba gzhon nu blo gros, 一三四九〜一四一二）
を紹介さ





























































































































































































e long gi bshad pa ）』などを聴聞した。根本ラマのレンダワからは、中観、論理学、
阿毘逹磨などを聴聞し、般若と律は、それぞれ適切な師に聴聞するなら縁起がいいと、それぞれの師にお願いして聴聞した。中観六論書については、 『入中論』の解説以外は誰にも聴聞できなかった。中観六論書の音読儀礼は、ナルタン寺の僧院長クンガ・ギェルツェン
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pa tshul rin pa ）
が親教師を務め、チェジンパの僧院長
（














































ʼon gyi lha khang ke ru ）
に行き、ツァコポンポ・ガワン・タクパ
（
tsha kho dbon po 






































































































 pa chos rgyal ）
の招待を受け、 〔ゴンカルの〕五明仏殿
（
rigs lnga lha khang ）
に滞在した。そこで、七〇人以上の三蔵僧に対して、般若思想、論理学、大乗・小乗の阿毘達
































phar phyin ）、上下の阿毘達磨、 『根本律経』 、 「弥勒の後ろ四法
（
byam
s chos phyi m
a bzhi ）」 、















thun bzhiʼi rnal ʼbyor ）
と自加持の行を何度も行い、さらにニグマの六法
（





























































chos rje skyabs m
chog dpal bzang po ）
が主催者となり、翻訳師タクパ・ギェルツェン
（






























 sde chen ）
寺でチューキぺルワ
（



















































































































































































































gsal rje gangs ）
のヤルデン寺
（

































































gyis brlabs paʼi m
tshan m





























































gsang bde gung gsum
）、ガワトン寺、キョルモルン寺、スルプ寺の三寺
（




























a lnga bcu pa, P
. N
o. 1403 ）』 、 『 〔三昧耶
戒における〕十四堕罪
（
rtsa ltung bcu bzhi pa, P
. N












































 rtsed ldeng ）
寺に集まり、六百












ツォ カパはそこで『菩提道次第大論』を著した。また、 『瑜伽師地論』の「菩薩地」の「菩薩戒」 章〔の注釈書〕 、『根本堕罪
（
rtsa ltung ）』 〔の注釈書〕 、 『師に関する五十頌
（
bla m


































































































それから、セラチューディンにおいて『中論』 、了義未了義の区別、 『四百論』 、密教の道次第、 『 〔三昧耶戒におけ
る〕根本堕罪』 、 『師に関する五十頌』などを講義し、菩提道次第の指導を行なった。サンプ寺とデワチェン寺の比丘、ガーワドン、キョルモルン、スルプ三寺 座主、タンサク寺
（




































































春の前半はセラチューディンに滞在し、六百人以上の三蔵僧たちに対して、 『中論』 、 〔 『瑜伽師地論』 「菩薩地」
の〕菩薩戒章の大注、 『遍く良き成就法
（
sgrub thabs kun bzang, T







spyan snga rin po che bsod nam
s bzang po ）
に招かれ、サンリのプチン
（








slob dpon ʼdul ʼdzin pa ）
を初めとする大半の僧はドク山
（
































































































































































































































































khyen pa blo bzang grags paʼi dpal gyi zhal snga nas kyi rnam
 par thar pa yongs su brjod paʼi 
gtam
 du bya ba dad paʼi ʼjug ngogs / m
khas grub rje dge legs dpal bzang po . In rje tsong kha paʼi gsung ʼbum
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 thar chen m








tsong kha paʼi rnam
 thar chen m
oʼi zur ʼdebs rnam












tsong kha pa chen poʼi rnam







bod gangs can gyi grub m
thaʼ ris m
ed kyi m
khas dbang brgya dang brgyad cu lhag gi gsung ʼbum
 so 






rje rin po cheʼi gsang baʼi rnam
 thar rgya m
tsho lta bu las cha shas nyung ngu zhig yongs su brjod paʼi 
gtam
 rin po cheʼi snye m
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songkhapa blo-bzan ・-grags-pa (1357-1419) : dargestellt und 
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rang gi rtogs pa brjod pa m
do tsam
 du bshad pa, T












, 2a5–6 ） 。後






, 19–21 ） 。
ロダク・ドゥプチェン・ナムカ・ギェルツェン（






khan chen phyag rdor ba ）は、ロダク地方のダオ（
bra bo ）寺の
























































ン寺に行ったのは二〇歳の夏と考えられる。これは、ロサン・ティンレー・ナムギェルの『ツォンカパ大伝』に「二〇歳の辰年の夏学期にツェチェンにいらっしゃ ［…］聖レンダワはその夏はサキャからツェチェン いらっしゃっているので、〔ツォンカパはレンダワから〕 『阿毘達磨倶舎論』の自注を聴聞する。 （
dgung lo nyi shu pa m
e ʼbrug loʼi dbyar chos la 
rtse chen du phebs nas [ …
] rje btsun red m

























rang ʼgrel gyi steng nas m























J, 89 ） 、本稿と同じ推定である。
“de rjes ” としか述べられていないが、この直前の記述が「冬」であり、この後に季節が言及されるのも「冬」であり、時
の経過は、この「その後」しかないので、この間に年が変わったと推定される。
サキャパンディタの弟子ウユクパ（
ʼu yug pa rig paʼi seng+































































, 194b5–196a3 ） 。
shes rab kyi pha rol tu phyin paʼi m
an ngag gi bstan bcos m
ngon par rtogs paʼi rgyan ʼgrel pa dang bcas paʼi rgya cher 






snron gyi zla ba ）に結びを完成した（
chos grw
a chen po bde ba can du rab byung gi lo snron gyi zla ba la m
jug yongs 
su 
rdzogs ） 」とある。チベット暦の六〇年周期であるラプチュンは、一〇二七年（丁卯の年）から始まる。 「ラプチュン」





























「弥勒の五法」のうち、 『大乗荘厳経論』を除く『中辺分別論』 、 『法法性分別論』 、 『現観荘厳論』 、 『究竟一乗宝性論』の
四書。









J, 一四三） 。王森氏もそれにしたっている（王森、一九九七、三二九） 。しかし、 『信仰入門』では申年（一三九二





, 139 ） 。
ロダク・ナムカ・ギェルツェンが著したものに“
lug zlaʼi tshes bzhiʼi nyin lho brag bra bo dgon par phyag phebs byon 




J, 2a1 ） 。


































ad seng ge rdzong du phebs/dgung lo bzhi bcuʼi m
e byi loʼi 













「聖文殊の教誡による中観思想の形成過程」第二節「伝記資料に基づく聖文殊と 問答」 （七） 「ブッダパーリタの夢」参照。
ston pa la shes nas dad pa thob paʼi shugs kyis drangs pa zab m
o rten cing ʼbrel par ʼbyung ba gsung baʼi sgo nas bstod pa 
legs par bshad paʼi snying po, T
oh. 5275-15.
『縁起讃』の執筆時期や内容については、福田同上書、第二章第五節「 『縁起讃』における『中観派の不共の勝法』 」参照。「夏」は師弟二人がラデンの隠棲所の名声を聴いた時期を示している。そこに移動したのが夏のうちなのか、次 秋なの





























第大論』を書いたとされる。 『信仰入門』では、四五歳秋から四六歳春までタクセンゲの隠棲所に滞在し、その間に『菩提道次 、菩薩戒章・根本堕罪・師に関する五十頌の注釈書を執筆したと見られるので、 『菩提道次第大論』はその期間の前半のことと思われるが、それが四五歳であるか四六歳であるかは特定できない。
byang chub sem
s dpaʼi tshul khrim
s kyi rnam
 bshad byang chub gzhung lam
, T
oh. 5271.
gsang sngags kyi tshul khrim
s kyi rnam




a lnga bcu paʼi rnam
 bshad slob m





 bshad dpal gsang ba ʼdus paʼi gnad kyi don gsal ba, T
oh. 5290. 
rgyal ba khyab bdag rdo rje ʼchang chen poʼi lam
 gyi rim
 pa gsang ba kun gyi gnad rnam
 par phye ba, T
oh. 5281. ロサ





, 210-211 ） 。 『信仰入門』では、チャンパリン寺に四七歳秋から四九歳秋まで滞在し、その間に『真言道次第大論』
を書いたと考えられる。この間に他にも密教の重要な著作が数点著されている。
ʼjigs byed kyi sgrub thabs bdud las rnam
 rgyal, T
oh. 5337.





六年の夏安居である。この箇所の『信仰入門』 記述は、最初に『了義未了義の区別：善説心髄 と『中論注：正理大海』の執筆の経緯、永楽帝からの招聘とそ の辞退 事情、講義内容 順に、時間の経過に沿うよう 書 れているが、永楽帝への返信が一四〇八年六月だとすると、多数 講義と夏安居が重なってしまうので、おそらく執筆と講義がほぼ一年ずつ行われ、永楽帝の招聘と辞退との時間 前後関係はないと思われる。
drang ba dang nges paʼi don rnam
 par phye baʼi bstan bcos legs bshad snying po, T
oh. 5396.
dbu m
a rtsa baʼi tshig leʼur byas pa shes rab ces bya baʼi rnam







































dpal gsang ba ʼdus paʼi bshad rgyud lha m
o bzhis zhus kyi rgya cher bshad pa srog rtsol gyi de kho na nyid gsal ba, T
oh. 
5285.
dpal gsang ba ʼdus paʼi bshad paʼi rgyud ye shes rdo rje kun las btus paʼi T
ikka, T
oh. 5286.
rgyud kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi m
an ngag rim
 pa lnga rab tu gsal baʼi sgron m
e, T
oh. 5302.
rgyud kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi rdzogs rim
 rim






 ldan ʼdas dpal ʼkhor lo bde m
chog gi m
ngon par rtogas pʼi rgya cher bshad pa ʼdod pa ʼjo ba, T
oh. 5320.
rnal ʼbyor gyi dbang phyug lʼu i paʼi lugs kyi bde m
chog rdzogs rim
 gyi rnam
 bshad dngos grub snye m
a, T
oh. 5324; bde 
m
chog lʼu i paʼi lugs kyi rdzogs rim




rnal ʼbyor gyi dbang phyug lʼu i paʼi lugs kyi bcom
 ldan ʼdas ʼkhor lo sdom
 paʼi sgrub thabs bde chen gsal ba, T
oh. 5323.
gsang ʼdus rgya cher bshad pa sgron m
a gsal baʼi tshig don ji bzhin ʼbyed paʼi m
chan gyi yang ʼgrel, T
oh. 5282.
gsang ʼdus rgya cher bshad pa sgron m
a gsal baʼi dkaʼ gnas kyi m




s cad kyi rgyal po dpal gsang ba ʼdus paʼi rtsa baʼi rgyud / sgron m
a rab tu gsal bar byed paʼi rgya cher 



















, 283 ） 。
bstan bcos chen po dbu m
a la ʼjug paʼi rnam













































, 320 ） 。
bde m
chog bsdus paʼi rgyud kyi rgya cher bshad pa sbas paʼi don kun gsal ba, T
oh. 5316.
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